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スポーツウエルネス学研究科学位授与方針 

■博士課程前期課程 

スポーツウエルネス学研究科を修了する者が身に付けるべき知識、能力等を下記のとおり定

める。本課程に２年（４学期）以上在学して所定の単位を修得し、かつ、研究指導を受けた上、修

士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格した者は、これらの知識、能力等を身に付けて

いると認め、修士（スポーツウエルネス学）の学位を授与する。 

（１）広範囲にわたるスポーツウエルネス学における課題を探究心を持って認識し、根拠に基づく

理論的な思考を伴った研究を行うための基礎的手法と研究倫理。 

（２）スポーツの現場やウエルネスの向上を目指す社会における諸課題を的確に抽出し、外国語

を含む国内外の既存文献を批判的に概観した上で、課題解決に向けた独自性のある問い

を立てて仮説を導出し、それを実験、または質的あるいは量的な調査から適切に検証するこ

とにより論文（修士論文）を執筆し、適切に発表する能力。 

（３）スポーツ並びにウエルネスに関わる様々な課題を対象として総合的に研究し、スポーツ推進

とウエルネスの向上に寄与するための、スポーツウエルネス学に関する専門的な理論、知

識、技能を修得し、実践的に運用できる能力。 

■博士課程後期課程 

本課程に３年（６学期）以上在学して所定の単位を修得し、かつ研究指導を受けた上、博士の

学位申請論文を提出して、その審査および最終試験に合格した者に、博士（スポーツウエルネス

学）の学位を授与する。ただし、優れた研究業績をあげた者については１年（２学期）以上在学す

れば足りるものとする。本課程の修了者は、次の能力を身に付けている。 

（１）広範囲にわたるスポーツウエルネス学における研究者として自立して研究活動を行うため

の高度な専門性と研究を行うための専門的な手法と高度な研究倫理。 

（２）スポーツの現場やウエルネスの向上を目指す社会における諸課題を的確に抽出し、国内外

の既存文献を批判的に概観した上で、課題解決に向けた独自性のある問いを立てて仮説

を導出し、それを実験、または質的あるいは量的な調査から適切に検証することにより学術

的な貢献度の高い論文（博士論文）を執筆し、国内外の学会に発表する能力。 

（３）スポーツ並びにウエルネスに関わる様々な課題を対象として総合的に研究し、スポーツ推進

とウエルネスの向上に寄与するための、スポーツウエルネス学に関する高度で専門的な知

識と分析能力、主導的な役割を担うためのリーダーシップ能力、課題の解決につながる新

たな価値を創造できる能力、俯瞰的視野を伴って課題解決に向けた建設的な関係を築くた

めのマネジメント能力といった、専門的な業務に従事するために必要な高度な研究能力及

び社会で先導的に実践する能力。 

 


